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1. テーマと

2. 活動の域安

3. レポートとその評価

3 -1. レポート課題のテーマ

3 -2.生徒のレポートに演する評価

4. まとめ

1. テーマと学習活動の概要

外国の学校や子どもたちの教育についての理解を深める手がかりとして、本コースでは、海外の

子どもたちが、どのように言葉を学び、生活しているのかについて、生徒に考える機会を提供する

こと、言葉の多様性とその重要性について理解してもらうことを自的とした。

コースでは、インドネシアのイスラ…ム学習活動とネパー jレの識字教育活動について、コース

の授業者が、授業を行った。生徒自らが考え、自らインドネシア、ネパールへの興味を持って

もらうことを目標に授業を組み立て、三種類の活動を行った。

はじめに、生徒をインドネシア斑とネノマーノレ班に分け、各班でインターネットや授業者が準備し

た事典等の文献資料を用いて、それぞれの患の文化、宗教、社会に関する情報を収集させた。その

後、調べたことついて班ごとに発表させた。次に、中田がインドネシアについて、安i塞がネパ… jレ

について った。その擦、ビデオ、ヰ真等の映設資料を用いた。

とネパールの識字教青活動の現場を視察したボランティ

ちがイン

インタビュードネシ

を行った。

3日間のうち、 2日目は台風のため、授業は午後からの開始となったが、参加した生徒14名のう

ち12名は、 3臼関の授業にすべて参加し、またレポート諜題には、 11名からの提出があった。レポー

トを提出した11名には、 2日目、 38自に参加できなかった 2名も含まれており、生徒の興味関心
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を号iく授業の取り組みができたと考えられる。

以下では、各活動の詳細について、また、レポート課題への生徒の取り組みについてまとめ、

コースの成果と

2.活動の撮要

〈一日目〉

月 日 時 間

10:30～11:00 

11:00～12:00 

8月8日位う

12:00～13:00 

13:00～14:30 

14:30～14:45 

14:45～16:45 

16:00 

A. ；；すりエンテーション

る。

活 動 内 ’谷fマ

A. オリエンテーション
－挨拶、スタッフ自己紹介
• 3 B聞の授業の目的、授業内容の説明
－参加者自己紹介

B. アイスプレーキング
・シークレットフレンズ
・こんな人いませんかゲーム
・シーjレDEグ、jレープ分けゲーム

昼食

C. インドネシアとネパールについて知ろう（調べ学習）

休憩

D.発表準備

解散

本コースに参加した生徒は、 14名（女子11名、男子3名）であった。オリエンテーションでは、

スタップの自己紹介の後、 38間の授業話的と内容を説明した。その後、参加者それぞれが、名前、

ニックネーム、高校名、参加動機、将来の夢について自己紹介をした。 本コースでは、 3日間に

わたって合計14名の高校生とさまざまな活動を行った。

日．アイスプレーキング

参加者同士が打ち解け、コミュニケーションが叡りやすい環境を作るため、 3種類のアイスプレー

キングを行なった。

①「シークレットフレンズJ

シークレットフレンズは、 3日間を通して行なったアクティピティである。まず、一人ひとりが

クジをヲ！く。クジには参加者の名前が一人書いてあり、その人物が自分のシークレットフレンドと

なる。シークレットフレンドには、 3日間を通して気づかれないように「良い事Jをしなければな

らないというルールであるO 初対話の人との積極的なコミュニケーションをうながす目的で仔われ

fこO

②「こんな人いませんかゲームJ

「（ ）さんは、（ ）へ海外旅行したことがあります。Jなどの空欄を設けた項司を数種類舟意

し、周りの参加者にインタビューをしながら、空欄を埋めていくゲームであるO 積極的なコミュニ

ケーションと相互理解をうながす目的で行われた。
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③「シールDEグルー ゲームJ

られたシールの色ごとにグループを形成し、その早さを競うゲームである。

これは、単なるアイスプレーキングだけではなく、言葉を使わずジェスチャーだけでコミュニケー

ションをとる難しさと可能性を知ることによって、言葉の持つ役割に気づ、かせることを目的として

行われたもので＼このコース とし せることをねらいとした。

C. インドネシアとネパーんに関する調べ学習

コンピュータ室へ移動し、インターネットでの検索を行い、インドネシア、ネパー

を行わせた。 2人～3人で一組になり、文化、民族、祝祭日等の情報収集を？？った。

め検索方法や情報収集に役立つサイトを生徒に伝え、それをもとに、

報を収集した。

外国の情報を検索する場合、カタカナで検業キーワードを入力するより、

より多様な情報が入手できるO しかし、時間が限られていたこともあり、

カナでの検索の仕方を生徒に伝えた。

D. 

る方が、

はなく、カタ

各自鵡べたことをまとめ、発表の準備をする擦、授業者は、実物投影機、模造紙、スケッチブッ

ク、サインベン等を準備し、生徒は、それぞれ発表しやすい方法を選択し、発表に用いる資料づく

りに取り組んだ。ネパーノレ班は、インターネットで収集し、印刷した資料を整理し、実物投影機を

用いて発表の準備をする生徒が多かった。他方、インドネシア斑では、模造紙やスケッチブックに

地図や情報をサインベンで書き出して、準備する生徒が多かった。

〈二号店〉

月 日 時 間 活 動 内 り廿そ・

10:30～13:00 台風のため参加者自宅待機

14:00～日：30
E. インドネシアのムスリム言語教育について知ろう

E-1. インドネシア践の発表＆繋娃応答
8月9日仕〉

14:30～14:45 休憩

14:45～15:45 E-2. インドネシアに関する講義（中田）

16:00 解散

日目は、台風のため、予定が大幅に変更せざるを得なかったが、正午過ぎには10名程度の生徒

が集まった。生徒同士がすでに携帯電話の連絡先を教えあい、親しくなっていたため、授業開始時

刻が遅れたにも関わらず、事前に連絡を取り合っていたことで、本コースの大部分の生徒が参加し

た。

は、 14名中、 13名参加を確認したところで、 14時より開始することとなった。
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正一 1. インドネシア斑の発表＆糞疑応答

日に収集した情報をもとに、インドネシア班の発表を行った。

ちが発表した内容は、インドネシアの地理、言語、民族、祝祭日、教育制度についてであっ

た。 2人一組になって情報収集と発表を行った生徒たちもいれば、ひとりで作業し、発表に寂り組

もおり、様々であった。一つの国の中で異なる言語（地方語）が存在することや民族の違い

に強い興味を指き、授業者が準儲した事輿を一日借りて、興味ある部分を読んできた、意欲的な生

もいfこO

正一 2. インドネシアに関する講義（中田）

は、インドネシアの子どもたちが、 インドネシ とともに、地域社会のモ

スクでアラピ クノレアーンの期譜について学んでいることについて、理解してもらうこ

とを詩的とした。

まず、講義に入る前iこ、生徒たちに、インドネシア語とアラピア語が全く異なるということ

験させるため、「食事をしようゲームJを行なった。このゲームでは、 14人を 4班iこ分け、インド

ネシア語のメニューとアラビア語のメニューの 2種類を配り、バランスよく 5品を注文することを

し、選ばせた。メニューは、千ンドネシア語とアラビア語で同じ内容のものであり、最後に日

本語のメニューを記り、全く異なる言葉を学ぶインドネシアの子どもたちの状況を少しでもイメ

ジできるように試みた。

インドネシアの子どもの大半は、学校や家捷でインドネシ る。これら

語に加え、人口の約90%を占めるムスリムの子どもたちは、アラピア語を学ぶ。アラピア語は、イ

スラームの教義lこ関する理解に欠かせないものであることを強調した。

配布資料に示した学校教育制度図をもとに、インドネシアの教育制度を説明し、学校では、

理科、社会等の一般科目と共に宗教科目も学ばれていること、他方、学校教育の外でも、人

口の90%を占めるムスリムの子どもたちが参加している教育活動があることを説明した。ムスリム

の子ども達が参加するアラビア語とクルアーンの学習を行うイスラーム学習活動がどのように行わ

れるのかについて、ヰ真やビデオ等の映畿資料を提供した。さらに、イスラー

紹介した映像資料の一部を見せ、アラビア語やイスラームの教義について学び、つつ、一殻科罰の勉

も励み、実社会が抱える問題や告らの進学についても考えるインドネシアの女子高生を紹介し

fこO

アラビ

要なインドネシ

とした。

されているのは、ムスワムとしての生き方と深く関係すること、実生活に必

に加え、宗教上大切にされている言葉の学習が梓在することを伝える
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〈三担割〉

月 日 時 関

10:30～12:20 

12:20～13:30 

13:30～14:10 

8丹10日（日）
14:10～15:00 

15:00～15:15 

15:15～16:00 

16:00 

F… 1. ネパール隷の発表

一日目の調べ学習において、

活 動 内 容

F. ネパールの非識字者教育とユネスコの活動について知ろう
F 1. ネパール隊の発表＆質疑応答
F-2. ネパー jレに関する講義（安達）

昼食

G. インタピューを通してネノfーノレを知ろう

日．インタビューを過してインドネシアを知ろう

休憩

I. セミナーのまとめ
＠アンケートの実施
＠修了証授与
・記念撮影

解散

もと った。発表準備の段階から、

容によって、 2人一組のグループに分かれていた。

生徒たちは、ネパールの地理、言語、紙幣、衣食柱の文化や宗教、教育について発表した。

を見せたり、ネパーノレ語を紹介する場面で見ている鶴に繰り返しを呼びかけるなど、見る側を飽き

させない工夫がされた。また、発表には、実物投影磯やスケッチブック、模造紙を効果的に用いた。

しては、教脊制度だけでなく、識字率や就学率が低い問題など、ネパールが抱えている社

会問題についても触れられた。

F…2. ネパー （安達）

ユネスコの「世界寺子屋運動Jの寂り組みを中心iこ、 2002年 3月に実施された fユネスコユース

スタディツアーINネパールJの参加者である筆者（安達）と

科大学4年生）の 2人が講義した。講義では、識字ブ。ロジェクト実施地であるんンピニ

（識字教室）と村の様子を中心に説明し、非識字状態の危険性と識字の重要性を知ることから、文

字が人間の生活に重要な役割を果たしていること させることを目的とした。

はじめに、参加者を 3つのグループに分けて、非識字体験ゲームを行なった。このゲームは、

識字状態で起こりうる事故を体験するゲームである。まず、 2つのボトルを用意し、野菜ジュース

と青汁をそれぞれに入れ、野菜ジュースが入ったボトルには、ネパール語で「薬ム青汁が入って

いるボトルには、ネパーノレ語で f農業Jと書いた紙を貼っておく。参加者は病気であるという

で、 2つのボトルの中から「薬Jと書かれていると思う方のボトルを選択し、実際に飲んで確認す

る。賠違えて「農業Jを選んでしまった場合、苦い青汁を飲まなければならない。文字が読めない

と、農薬と薬を間違えて飲んでしまうことがあるという事故を、疑似体験するのである。

した後は、グループ内で、非識字状態で起こりうる障害についてディスカッショ

ンをした。その後、ユネスコの活動や世界中の非識字者数について講義し、非識字者が苦’悩の後、

るまでを描いた、「ミナの笑顔Jという 15分のアニメを上映した。そ
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の後、ユネスコユーススタディツアーでの体験を、

の様子を映橡と

し した。

し し、西脇は村の様子にっし

G. インタピュ してネパーんを知ろう

さらに、ネパールへの理解を深める磯会を提供するためと、

うために、安達と語脇にインタビューを行なった。

に行った講義に対する

も、スタディツア

スタディツアーやユネスコったのか、インタピュ

る内容が昌立った。

自も、ネノマー

H. インデビューを適してインドネシアを知ろう

インドネシアへの理解そ深める機会を提供することを目的として、

インドネシア人留学生にインタビューを行った。インドネシア班だけでなく、ネパール班の生徒た

ちも積極的に質問を行った。インドネシア語の通訳は中田が行った。内容は、主に、ク jレア

イスラームについてであった。

I. セミナーのまとめ

コースでは、生徒にとってあまり身近に感じられない国についての文化、社会、教育について

ちは、関連する情報を自ら収集し、それを訟え合い、さらに知識を深

めるため、講義の聴講と共に、インタピューを試みた。 3日間を通して、本コースの学習は、能動

的に知識を獲得し、それを伝え合い、さらに考えを深める作業であった。

台思の影響があり、二日自、三日岳の予定に多少の変更が生じたが、生徒の出！烹率は非常に高く、

また意欲的な参加が見られた。一日告の最初の活動として設定したアイスプレーキングの効果が予

想以上にあり、参加した生徒同士が連絡先の交換を麓極的に行っていたことは、台風の影響があっ

たニ日目、開始時刻が遅れたにも関わらず、 14人中13人が参加するという、高い出！蓄率に皮映され

たといえよう。

3. レポートとその評錨

3 -1. レポート諜題のテーマ

1コースでは、 3日間のセミナーを通して、以下の 2つの課題を自した。

｛諜題①〕

インドネシアとネパールについて紹介することになりました。あなたは何について話を

しますか？そのためにどのような準備をしますか？インドネシアの場合、ネパールの場合について、

それぞれ述べて下さい。（400字以上）

｛課題②3

人が生きていくことと の関孫について、あなたが思うことを述べて下さい。

O
O
 

Q
d
 



3 -2.生徒のレポート

内容、また、

が目立った。

ほ

れているという

してみられたのは、 したい内容に、 38聞で行っ

インドネシア班、ネパー

紹介したい内容として取り上げている

しかし、

ティであるムスリム

と講義で開いた内

もいた。インドネシアの講義ではマジョリ

ったが、ある生徒は、詔ベ学習におい

と民族の多様性に興味を抱き、｛告の宗教を信仰するマイノリティの人々に対して

ていた。レポートでは、中学生に紹介したい内容として、「実際少数派ですが、他の

ている人もいることや、礼拝についてふれて終わりたいJと記述していた。

もっ

し

また、準縞に関しでも、同様に 3日間の講義内容が炭映されていた。インドネシアとネパーノレに

関する講義では、映像資料や写真資料、体験的に知るゲームなど五惑を刺激する工夫がなされたが、

このような工夫が印象的だったのか、「イメージを膨らませるため、写真（あれば）や絵を私なら

して使います。ム「鏡が実捺中学生に紹介する立場にたったら、必ず頭像等を患います。

擦にみるものがある発表と、ただ聞くだけの発表では印象がぜんぜん違うからです。ム「口で話そ

するだけで

法に関する記述も

になってしまうし、話す方としてもおもしろくない。Jなどの、紹介方

った。また、ある生徒は、ネパールに関して、初めは自分も周りの人間もあ

まり知らなかったことを取り上げ、「中学生が僕達同様、ネパーノレについてほとんど知らないとみ

なして紹介することにします。Jとのべ、紹介する椙手が何も知識がないということを想定して、

わかりやすい紹介方法を考えていた。

本コースでは、生徒たちが講義を聴くだ、けでなく、インドネシア、ネパールのように「身近では

ない国Jの教育、文化などについて調べたことにより、具体的にインドネシア、ネパールをイメー

ジできたようであるO

〔課題②〕

この課題に対し、生徒たちは、言葉の大切さ、重要さについて述べており、主に、

るためには必要不可欠なものJということを再認識した生徒が多かった。

き

ネパールの非識字者についての講義で学んだことに触れ、生きていく上では、「衣＠金＠住Jは

大切であるが、言葉も大切であるとか、 f言葉がなかったら…生きてゆけないj という意見もあっ

た。こうした意見があったことからは、言葉が存在する中に生きながら、その言葉を用いてコミュ

ニケーションを取ることが関難な非識字者の状況を、コミュニケーションの手段とし

しない状況に、罷き換えてしまっていることがわかるO

これは、ネパールの非識字者のピデオ ffミナの笑顔』）の主人公ミナが、 き能力を持たな

いために、自常生活に支障が出るという点が、ストーリーの中で強調されていたことが影響してい

ると考え込れる。そのため、ミナのように自ら理解し、コミュニケーションの手段として用い

39-



葉が「ないj状況が印象に残ったのだろう。

また、他の生徒は、異なる国や文化で生きている人々を理解すること、コミュニケーションを取

る上で、言葉を理解することが重要であり、言葉は「人と人をつなぐ橋のようなものムまたは

「自分の可能性を法げることだと思ったJと述べる生徒がいた。

こうした回答からは、

それを認識すること

ることの大切さについて ていると るが、

っていないことがうかがえる。

るものではないことや、

た。そのため、日

ついて

き

の能力の之しいネパールの子どもたちが通う識字学校の様子と、インドネシアのムスリムの子供た

ちが宗教上クルアーンを読むために必要とされるアラビア語学習の嫌子について紹介した。

コースで取り上げた両国の教育状況は、高校生にとっては、なじみの薄いものであった。それ

にもかかわらず、三自開の授業を通じて、生徒たちは、海外の国、地域における

さを認識したことは、レポート課題①の田答からも伺える。しかし、生徒たちは、概し

犠性よりも、言葉が大切であるかについて、さらに、言葉を学び、日常生活で支障のない自らの立

場のありがたさ、その大切さを認識するに留まった。

こうした生徒のレポートに対し、授業者は、生徒たちが、さら ということについて、

を深めることを願い、コメントを付け、レポートを生徒に返した。

たとえば、「人と言葉は切り離せない、…パートナーであるJと述べた生徒に対し、中田は、

っし一極娯じはないですね。国や地域によって使われ方も違うし、解釈の仕方も一様ではないこ

とも多いです。異なる文化障で暮らす人々と助け合う場合、相手の罷れ親しんだ言葉を理解してい

ると、より棺手が安らぐ励ましができたり、また自分のこともより伝えることができるかもしれま

せんねJとコメントした。また、「言葉は生きていく上でかかせないものO 言葉を全世界共通にす

れば長いJという指摘に対し、安達は対「全世界が共通語を持つことで生まれてくる利点は色々と

られますが、欠点もあるように思います。設葉には、文北が含まれているとJ思います。

からその国の文化を知ることもできると思うのです。言葉の擦は、文化を生み出しているようにも

思いますjとコメントした。また中田は、 f異なる文化、 は学ぶことが大

さを深く知ることにもついにあると思う。おたがいに異なるものを持っているからこそ、

ながるし、こちらをより深く知ってもらうこともできる…と思うのですが、いかがで、しょうかJと

コメントを｛寸した。

4. まとめ

本コースでは、外国の学校や子どもたちの教育についての理解を深める手がかりとして、

「ことばを学ぶJということの多様性について考える機会を提供することを目的とした。

-B間の活動から、本コースの成果として挙げられるのは、次の二点であるO まず一点目は、

徒たちの主体的な授業への叡り組みがみられた点であるO 調べ学習や発表を通して、インドネシア

やネパールのような f身近ではない国J

ト課題に取り組むことで、自ら情報収集し、

にイメージできるようになったことに方自え、レポー

それをいかに伝えるかということを生徒たちは
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しfここと された。

日

られよう。初日に行ったアイスプレー

う発表は、生徒たちが、協力して取り

ことが求められたため、活動を共にする仲間への関心も高まり、仲間意識が高まったと考えら

れる。レポート課題の提出の際iこ、授業者にお礼む手紙を付した生徒が3人いた。中には

をやりたいjとの声もあった。こうした仲間意識は、 3日間の生徒の出席率の高さ、レポート提出

さにも反映された。

地方、課題として銭ったのは、ことばを学ぶことの多議性を十分に伝達し切れなかった点である。

レポート課題②の設問の設定にも、生徒の意見を引き出すような工夫が必要であった。さらに、

るO

は、ネパールとインドネシアのことばの学習について、担当者が別々に講義を行なったが、

その後、それぞれの国の違い、共通点や多様性について話し合う時間を設けることができなかった

点が残念であった。そのような時間を設け、二つの国の違い、それぞれの闘が抱える問題点、さら

に我々が学ぶべき点等についての意見交換ができれば、ことばを学ぶことの多様性と

化理解の難しさと面白さを、より了寧に伝えることができたのではないかと考える。
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